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安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　社
会
の
実
現
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　社
会
の
実
現
を

第
79
回
メ
ー
デ
ー
集
会

医師・看護師を増やしてケロ！安心・安全の看護がしたいワン！
憲法9（チュー）条を守ろう！

許すな 増税 医療改悪！安心して暮らせる
国民本位の政治実現を !!

高田支部・佐藤支部長が開会あいさつ

　

第
七
十
九
回
メ
ー
デ
ー
が
盛
岡
を
は
じ
め
、
県
内
十
四
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
の
岩

手
県
中
央
集
会
は
、
岩
手
公
園
で
九
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
約
千
二
百
人
が
参
加
。
県
医
労
か
ら
は

中
央
支
部
、
沼
宮
内
支
部
、
本
部
書
記
局
か
ら
四
十
名
が
参
加
し
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し
た
後
は
、

葉
桜
の
下
で
お
花
見
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
で
も
地
域
メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
、
開
会
あ
い
さ
つ
や
決
意
表
明
を
担
当
し
た
り
、

手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

人事考課反対 ! のプラカードを作成
…顔は写さないでね (＊^_^＊)
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県ナースウェーブ集会

　
「
医
師
、看
護
師
を
増
や
せ
」、

「
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
看
護

の
実
現
を
」
と
訴
え
る 

岩
手

県
医
労
連
主
催
の
二
〇
〇
八
年

岩
手
県
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会

が
、五
月
十
日
、盛
岡
市
の
「
プ

ラ
ザ
お
で
っ
て
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
県
医
労
か

ら
本
部
支
部
合
わ
せ
四
十
二
名

の
参
加
が
あ
り
県
内
か
ら
、
約

二
百
名
の
看
護
師
が
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

 

中
野
る
み
子
看
護
対
策
委
員

長
は
、
医
師
や
看
護
師
不
足
、

病
院
の
縮
小
・
廃
止
な
ど
で
、

地
域
医
療
の
崩
壊
が
進
み
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
も
全
国
で
怒

り
の
声
が
沸
騰
し
て
い
る
と
強

調
。「
患
者
さ
ん
や
、
住
民
と

共
に
、人
手
を
増
や
し
て
安
全
・

安
心
の
医
療
・
看
護
を
育
て
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
岩
手

医
大
の
小
児
科
医
師
の
○
○
○

○
○
さ
ん
が
女
性
医
師
の
立
場

か
ら
自
身
の
体
験
を
紹
介
し
、 「

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
は
大

変
で
あ
り
、
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
立
が
必
要
だ
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

　

全
日
赤
盛
岡
支
部
の
看
護
師

は
、「『
７
対
１
看
護
』
導
入
で

看
護
師
が
増
え
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
病
欠
や
、
産
休
で
人
手

不
足
に
な
り
、
外
来
か
ら
病
棟

へ
の
応
援
が
常
態
化
し
て
い

る
」
と
語
り
、
県
医
労
か
ら
は

一
戸
支
部
の
○
○
○
○
○
さ
ん

が
、
四
月
か
ら
強
行
導
入
さ
れ

た
看
護
師
一
人
夜
勤
の
問
題
と

協
定
破
棄
に
関
わ
る
、
九
日
夜

勤
発
生
の
実
態
に
つ
い
て
告
発

し
、「
安
全
・
安
心
の
看
護
が

し
た
い
」と
訴
え
ま
し
た
。集
会

後
の
白
衣
の
パ
レ
ー
ド
で
、参

加
者
は
「
医
師
・
看
護
師
増
や

せ
」と
元
気
よ
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
大
通
り
商

店
街
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

報
告
す
る
一
戸
支
部
・
○
○
○
○
○
さ
ん

看護部

おでってに白衣で２００名が集合

　特別講演は、IBC アナウン
サーの菊池幸見さんが、「岩
手弁　方言詩の世界」と題し
て行いました。軽快な口調と
ユーモラスな岩手弁の詩に懐
かしさとおもしろさで、すっ
かり癒された一時間でした。

笑って
ストレス発散
笑って
ストレス発散
笑って
ストレス発散
IBCアナウンサー
  菊池幸見さんが
　　　　特別講演
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　　　　特別講演
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五
月
六
日
、「
世
界
は
九
条

を
え
ら
び
始
め
た
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、「
九
条
世
界
会

議
」
が
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
北
各
地
か
ら

約
二
千
五
百
人
が
集
ま
り
、
会

場
が
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
マ

イ
レ
ッ
ド
・
コ
リ
ガ
ン
・
マ
ク

ガ
イ
ア
さ
ん
が
、「
ア
メ
リ
カ
に

よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
テ
ロ
と
の

戦
争
が
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
増
加

さ
せ
、
危
険
な
世
界
を
つ
く
り

だ
し
た
。
今
ま
で
の
経
験

か
ら
、
平
和
的
に
解
決
す

る
た
め
に
、『
殺
し
合
わ
な

い
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
』『
人

間
の
権
利
と
尊
厳
の
堅
持

を
選
ぶ
こ
と
』『
仇
敵
と
の

間
に
友
情
と
信
頼
の
確
立
』

が
必
要
」
と
強
調
し
、
日

本
が
平
和
憲
法
を
強
化
す

　5 月3日は、日本国憲法の誕生日。
　県民会館を会場に県内から約 80 名が参加して「憲法記
念日のつどい」が開催されました。
　日本平和委員会の千坂純事務局長が、「海外派兵恒久法
と憲法 9 条」と題して講演。その中で、「与党の提案してい
る恒久法は、日本政府が必要と認めれば掃討作戦中でも派
兵できるうえ、武器使用の拡大をも狙っている。民主党の対
案も武力行使も行えるようにする危険なもの」と現在の危うい
情勢について触れ、「今こそ改憲反対運動の輪を広げよう」
と訴えました。

仙
台
集
会
で
の
デ
モ
行
進
の
様
子

べ
き
と
講
演
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

航
空
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
で
の
活

動
を
「
違
憲
」
と
し
た
名
古
屋

高
裁
の
判
決
や
、
全
国
の
九
条

の
会
の
活
動
に
触
れ
、「
世
論
で

も
『
九
条
を
守
れ
』
が
多
数
と

な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
九
条
改

憲
反
対
の
運
動
を
さ
ら
に
進
め

よ
う
」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

憲法記念日のつどい憲法記念日のつどい

岩手でも憲法を守る活動を岩手でも憲法を守る活動を岩手でも憲法を守る活動を

平和憲法を世界に広げよう平和憲法を世界に広げよう平和憲法を世界に広げよう
県内平和行進は6月7日スタート県内平和行進は6月7日スタート

仙台
集会
仙台
集会

９
条
世
界
会
議
に

　
　二
五
〇
〇
人

９
条
世
界
会
議
に

　
　二
五
〇
〇
人

９
条
世
界
会
議
に

　
　二
五
〇
〇
人



4



5

　
「
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
と
共
生
す

る
町
を
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
ぐ
」
こ
と
を
宣
言
し
、

実
行
し
て
い
る
町
、
紫
波
町
。

　

今
年
、
岩
手
県
母
親
大
会
は
、

人
も
地
域
も
元
気
な
紫
波
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

紫
波
町
は
銭
形
平
次
で
知
ら

れ
る
作
家
・
野
村
胡
堂
（
の
む
ら
・

こ
ど
う
）
の
生
誕
地
で
も
あ
り

ま
す
。

　

母
親
大
会
で
は
、「
野
村
胡
堂
・

あ
ら
え
び
す
記
念
館
」
を
見
学

す
る
魅
力
的
な
分
科
会
や
、
石

け
ん
づ
く
り
か
ら
環
境
を
考

え
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室

も
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
「
町
」
で
開
催
さ

れ
る
母
親
大
会
。
地
元
の
紫

波
母
親
実
行
委
員
長
は
県
医

労
Ｏ
Ｂ
の
○
○
○
○
さ
ん
。

紫
波
支
部
も
地
元
実
行
委
員

会
に
参
加
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

七
月
六
日
は
、
各
支
部
で
、

参
加
者
を
募
っ
て
紫
波
町
に

集
ま
り
、
母
親
大
会
の
風
を

吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

講演する都鳥拓也・伸也さん

◆日　程：2008年8月29日（金）〜31日（日）
◆場　所：八幡平温泉郷 八幡平リゾートホテル

TEL 0195−78−4111
◆参加費：32,000円（全日程）
　　　　　※別途オプション代がかかります。

日時…7月5日（土）13時～
　　　　  6日（日）まで（朝解散）
場所…雫石町「ホテル森の風鶯宿」

08年度の活動方針を決める大切な大会です。
各支部で代議員を組織し、大会を成功させま
しょう！
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退
職
者
を
励
ま
す

つ
ど
い
感
想

退
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想

退
職
者
を
励
ま
す

つ
ど
い
感
想

　
四
月
二
十
、二
十
一
日
に
開

催
し
た
「
退
職
者
を
励
ま
す
つ

ど
い
」
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

楽
し
く
働
く
こ
と
、
忙
し
く

て
も
満
足
感
を
得
て
働
け
た
時

代
を
知
っ
て
い
る
私
達
で
す
。

今
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
人
達

に
も
、
そ
れ
だ
け
は
感
じ
ら
れ

る
、
働
く
意
欲
の
も
て
る
職
場

を
目
指
し
て
欲
し
い
で
す
。

行
事
、全
て
終
了
で
す
。長
い
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

組
合
の
行
事
に
参
加
で
き
た
こ

と
本
当
に
楽
し
か
っ
た
、よ
い

思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
で
楽
し
み
に
し
て
い
た

　

桜
は
満
開
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
元
同
僚
と
楽
し
い
二
日

間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

時
代
の
波
に
押
さ
れ
て
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
の
が
現
実
？

県
医
労
友
の
会
に
入
会
し
て
情

報
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
場
が
楽
し
く
、
家
庭
、
家

族
に
あ
ま
り
負
担
が
か
か
ら
な

い
様
な
職
場
づ
く
り
が
出
来
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
不
滅
の

県
医
労
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

四
月
号
パ
ズ
ル

四
月
号
パ
ズ
ル

　
四
月
号
の
新
春
パ
ズ
ル
「
ま

ち
が
い
は
七
つ
」
に
は
、
十
八
名

の
応
募
が
あ
り
、
十
七
名
が
正

解
で
し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の

結
果
、
次
の
十
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈

り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

　
匿
名
希
望
、
ま
ん
ぼ
う
（
中

央
支
部
）、
リ
ン
ゴ
ま
ま
（
北
上

支
部
）、
マ
ク
マ
ク
、（
胆
沢
支

部
）、
チ
ャ
ピ
ー
マ
マ
（
磐
井
支

部
）、
○
○
○
○
（
南
光
支
部
）、

ひ
ろ
こ
、ド
ス
コ
イ
王
子
（
以
上
、

千
厩
支
部
）、
春
一
番
、
こ
い
の

ぼ
り
（
以
上
、
大
東
支
部
）

に
残
業
代
な
ど
約
七
五
○
万
円

の
支
払
い
を
命
じ
ま
し
た
。
こ

の
店
長
の
場
合
、
管
理
職
と
は

名
ば
か
り
で
、
実
態
は
店
舗
責

任
者
と
し
て
労
務
管
理
や
店

舗
運
営
を
す
る
立
場
に
と
ど
ま

る
、
と
認
定
し
ま
し
た
▼
こ
の

判
決
以
来
、「
名
ば
か
り
管
理

職
」
が
流
行
語
に
。
実
際
、
外

食
産
業
に
止
ま
ら
ず
、
多
数
の

企
業
で
、
こ
の
よ
う
な
「
名
ば

か
り
管
理
職
」
が
は
び
こ
っ
て
い

る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
し
い
役
職
を

与
え
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
「
手

当
」
で
、
た
だ
働
き
の
強
要
。

結
果
、
心
身
に
支
障
を
来
す
人

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
時
間
外

手
当
を
支
払
わ
な
く
と
も
良
い

　
「
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
の
店
長
は
管

理
職
に
は
当
ら
な

い
」
─
─
今
年
一

月
二
十
八
日
、
東

京
地
裁
が
下
し
た

判
決
で
す
。
日
本

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社

「
管
理
監
督
的
地
位
の
人
間
」

と
い
う
の
は
、
法
律
で
き
っ
ち
り

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼
わ
が
県

立
病
院
で
、
医
療
局
が
「
超
過

勤
務
手
当
」
を
支
払
わ
な
く
と

も
良
い
の
は
、
名
実
共
に
「
管

理
監
督
の
地
位
に
あ
る
」
病
院

長
、
事
務
局
長
、
総
看
護
師
長

だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
は
、
事

務
局
次
長
で
あ
れ
、
師
長
で
あ

れ
、
技
師
長
で
あ
れ
、
時
間
外

労
働
を
す
れ
ば
、
罰
金
と
し
て

の
手
当
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
▼
問
題
に
な
っ
た

「
名
ば
か
り
管
理
職
」
の
店
長

に
は
、「
手
当
」
が
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
わ
が
県
病
の
「
職
制
」

の
方
々
に
は
そ
の
「
手
当
」
さ

え
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
。
労
働

時
間
を
改
善
し
、
人
員
を
増
や

し
、
医
療
を
良
く
し
て
い
く
た

め
に
は
、
職
制
を
は
じ
め
と
し

た
全
職
員
が
、「
や
っ
た
時
間
は

全
て
書
く
」
法
令
遵
守
の
姿
勢

を
貫
く
こ
と
が
肝
心
要
と
思
う

の
で
す
が
・
・
・
・
。                    



5日（土）～6日（日） 
 青年部定期大会 
 （ホテル森の風鶯宿）

6日（日） 岩手県母親大会（紫波） 

11日（金）～12日(土) 
 女性部定期大会 
 （ホテル森の風鶯宿）          

19日（土）～20日(日) 
 県医療研究集会 
 （花巻温泉「千秋閣」）

26日(土)～27日(日) 
 日本母親大会in愛知

7月の予定
　
上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ
の

間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、
ハ
ガ

キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し
て
下

さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽

選
で
十
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。
送
り
先
は

〒
〇
二
〇
─
〇
〇
二
三
　
盛
岡

市
内
丸
十
一─
一、
県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

六
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ

や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨

を
書
い
て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム

可
）。
た
だ
し
、
当
選
し
た
場

合
は
、
記
念
品
の
送
り
先
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
支
部
名
・

本
名
の
記
入
も
お
忘
れ
な
く
！
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